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「資源小国」である日本にとって資源問題，
とりわけエネルギー資源をめぐる問題は逃れら
れない課題である。約 10 年にわたって続いた
石油の高価格時代が終焉し，その後の行く末も
確実には見通せない現在，この課題はますます
重要となっている。

前著『石油の「埋蔵量」は誰が決めるのか？』
で話題となった著者の第二作である本書は，一
転して燃料政策を軸に日本近現代史に斬り込

む。書名にある満洲はもちろん，北樺太や南
方，そして人造石油に至るまで，幅広いテーマ
が過不足なく取り上げられている。この第二作
でも長年エネルギー資源ビジネスの最前線にい
た著者ならではの切り口が光る。また，軍部を
含む政府と民間の双方が縦横に論じられている
ことも印象深い。「上流・中流・下流」の区別，

「開発」の現場や技術的視点の重視といった点
は，一般にはなかなか理解されない。様々な数
字が独り歩きし，イメージで問題が論じられ，
そして誤った理解が人口に膾炙するのは当時
も，そして残念ながら今も常態なのだろう。本
書は，エネルギー資源問題を理解する恰好の入
口を提供してくれる。

日本人のエネルギーリテラシーの低さに危機
感を抱く著者の眼は厳しい。冒頭に紹介される

「水ガソリン」事件のエピソードは思わず笑っ
てしまうが，再生可能エネルギーへの素朴な期
待や，メタンハイドレードへの過剰な投資を見
れば，程度の差はあれ日本が抱える問題の根幹
は今も変わっていないのかもしれない。燃料政
策を軸に据えることで浮かび上がる課題をどの
ように考えるか読者は試される。

ただし，燃料政策は「国策」の全てではな
い。波多野澄雄『幕僚たちの真珠湾』（吉川弘
文館），相澤淳『海軍の選択』（中央公論新社），
森山優『日本はなぜ開戦に踏み切ったか』（新
潮社）といった著作を併せて読むことで，本書
の紹介する史実や問題提起をより深く理解する
ことができるだろう。

（しらとり じゅんいちろう）




